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ル)メタノールを基質として，従来法  (Method A) とは異なる実験手順の改良法





























R= -OMe, -Me, -Cl Chirality Exchange
R = -OMe : 13% ee
= -Me : 67% ee 






-78 °C, 5 min




-78 °C, 5 min
quench
3.  面白有機分子光学活性 Naphthaleman 類の合成 





片手に有する Naphthaleman 3-3d は光学分割が可能であることが分かった。このよう
な背景のもと，まず HPLC 光学分取による片手部位に軸不斉を有する光学活性
Naphthaleman を 91% ee で光学分割することに成功した。次いで，近年報告されてい
る 4 種の不斉鈴木・宮浦クロスカップリング反応を検討したが，現在のところ反応が
進行していない。 
 
 
